四、 五 人 子供が 集まって 騒いで いる。 ふり 返って 見る 

と 動物園の 門に 田舎者ら しい 老人と 小僧と 見える のが 

立って 掛札を 見て いる。 其処へ 美術学校の 方から 車が 

ま 5 

一 一台 幌を かけた のが 出て 来たが これ も そこへ 止って 何 

か 云うて い る 様子で あ つ たがやが てまた 勧工場の 方 へ 

引いて 行った。 自分 も 陳列 所 前の 砂 道 を 横切って 向い 

の 杉林に 這 入る と パノラマ 館の 前で やって いる 楽隊が 

そちら 

面白そう に 聞え たから つ い 其方へ 足が 向いた が 丁度 そ 

ひとき や 

の 前まで 行く と 一 切り 済んだ のであろう ぴたりと 止め 

てし ま つ て 楽 手 は 煙草な ど ふかして じろ く 見物の 顔 

を 見て いる。 後ろへ 廻って 見る と 小さな 杉が 十本 くら 



ら あまり 器用な たちで もな くま だ 未熟で は あるが 成 効 

する だろう よ。 やはり 『ホ トト ギス』 の 裏 絵 を かく 

いざん 

為山と 云う 男が あるが この 男は不 折と まるで 反対な 性 

で 趣味 も 新奇な 洋風の を 好む。 いったい 手先 は不 折な 

ん かとち が つ てよ ほど 器用 だが どうも 不勉強で あるか 

ら 近来 は少々 不 折に 先 を 越され そうな。 それが ちと 近 

来 不平の ようで あるが それ かと 云うて やはり 不精 だか 

ら 仕方がない。 あのく らいの 天才 を 抱きながら 終に 不 

折の 熱心に 勝 を 譲る かも 知れぬな ど 話して いるう ち 上 

野からの 汽車が 隣の 植 込の 向う を ごん/ \ と 通った。 

からす 

隣の 庭の 折 戸の 上に 烏が 三 羽 下りて ガ 1- ^\ となく。 



若い 女が 来 を 磨いで いる。 流しの 板の すべりそう なの 

を 踏んで 向 側へ 越す と 柵が あつ て その上 は 鉄道線路、 

その 向う は 山の 裾で ある。 其処 を 右へ 曲る とよう/^ 

広い 街に 出た から 浅 草の 方へ と 足 を 運んだ。 琴の 音 は 

やはりつ いて 来る。 道が また 狭くな つても との 前 田 邸 

の 裏へ 出た。 ここから 元来た 道 を 交番 所の 前まで ある 

いて ここから 曲らずに 真直ぐ に 行く とまた 踏切 を 越え 

ねばならぬ。 琴の 音 はもう ついて 来ぬ。 森の 中で つく 

つく ほうしが ゆるやかに 鳴いて、 日陰 だから 人が 

こうもりがさ 

蝙蝠傘 を 阿弥陀に さして ゆる/ \ あるく。 山の 上に は 

たくさん リ よううん かく 

人が 沢山 停車場から 凌雲 閣の方 を 眺めて いる。 左側 



の 柵の 中で 子供が 四、 五 人 石炭 車に 乗ったり 押したり 

している。 機関車が すさまじい 音 をして 小 家の 向う を 

出て 来た。 浅 草へ 行く 積り であった がせつ かく 根 岸で 

かるわざ おさい せん けが 

味おう た 清閑の 情 を 軽業の 太鼓 御 賽銭の 音に 汚す が 厭 

になった から 山 下まで 来る と 急いで 鉄道馬車に 飛 乗つ 

きんぶち めがね 

て 京 橋まで 窮屈な 目にあって、 向う に 坐った 金縁 眼鏡 

隣に 坐った 禿 頭の 行商と 欠伸の 掛け合いで 帰って来た 

ら 大通りの 時計台が 六 時 を 打った。 

(明治 三十 一 一年 九月) 
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